
イ 環境振動

平成 9 年度中に 、 振動規制法に基づ く 規制地域の指定を行 っ てい る 4 市 ( 16地点) において実

施 した全時間帯澗査結果は表84の と お り であ る 。

錮査結果をみ る と 、 いずれの地点において も 振動規制法第16条に規定す る指定地域内 におけ

る 道路交通振動の限度以下であ る 。

表84 平成 9 年度 環境振動の測定結果

地区測定月日 測 定 場 所 所在地 道 路 名 車線数
測定値
80% レ
ソ ジ の

上端値
( テ シ ベ ノリ

交 通 量

( ) 大 型

(台/1 0分間 )

道 路 交 通

振動の限度

80% レ ン ジ
の 上 端 値

( デ シ ベル)

昼間 夜間 昼間 夜間 区域区分
限 度

(デシベル)

昼間 夜間

鳥取市10月器･24日
山 の 手 会 館 前 吉 方 町 国 道 29 号 2 41 33 2 17 ( 14) 135 ( 3) 1 65 60

N T T 鳥 取 支 社 前 湯 所 町 国 道 29 号 2 43 40 247 (20) 86 ( 4) 1 65 60

鳥 取 市 文 化 ホ ー ル 前
吉 方
温 泉 町

←) 福 部 鳥 取 線 2 44 35 102 ( 7 ) 57 ( 2 ) 2 70 65

新日本海シ ョ ッ ピ ン グ タ ウ ン前 天 神 町 国 道 53 号 4 46 36 201 ( 16 ) 107 ( 4 ) 2 70 65

倉吉市10月22･24日
市 立 倉 吉 西 中 学 校 裏 秋 喜 柱槍吉赤碕中山線 2 32 27 123 ( 3 ) 42 ( 1 ) 1 65 60

ビ ッ グ フ イ フ ト ー ホ ー 横 米 田 町 国 道 179 号 4 47 37 148 (22 ) 54 ( 4 ) 1 65 60

小 林 薬 局 前 明 治 町 (う木地山倉吉線 2 38 32 105 ( 5 ) 38 ( 2 ) 2 70 65

上 丼 ビ ル 前 山 根 国 道 179 号 4 51 41 227 ( 16 ) 1 1 1 ( 6 ) 2 70 65

米子市9月25･26日
後 藤 ヶ 丘 中 学 校 入 口 上 後 藤 市道外浜街道線 2 41 38 97 ( 2 ) 60 ( 1 ) 1 65 60

戸 口 田 医 院 前 上 福 原 (一 皆 生 西 原 線 4 39 34 2 10 ( 9 ) 1 12 ( 4 ) 1 65 60

竹 内 医 院 前 祇 園 町 国 道 9 号 2 44 40 218 ( 19) 152 ( 1 1 ) 2 70 65

建 設 省 米 子 出 張 所 前 車 尾 国 道 9 号 4 45 37 325 ( 33 ) 143 ( 1 1 ) 2 70 65

境港市10月2･3日
境 公 民 館 湊 町 住) 米 子 境 港 線 2 45 39 90 ( 9 ) 26 ( 2 ) 1 65 60

山 陰 合 同 銀 行 境 西 支 店 外 江 町 国 米 子 境 港 線 2 37 33 86 ( 8 ) 39 ( 2 ) 1 65 60

境 家 具 店 前 東 本 町 ←) 境 港 線 2 34 28 29 ( 1 ) 9 ( 1 ) 2 70 65

都 田 水 産 前 上 道 町 国 道 431 号 4 42 33 163 ( 2 1 ) 75 ( 4 ) 2 70 65

饉) 1 時間区分 振動 昼間 午前 8 時~午後 7 時、 夜間 午後 7 時~翌 日 の午前 8 時

2 測定時刻 午前 5 時、 7 時、 1 0時、 午後 4 時、 1 0時

3 振動の昼間 ･ 夜間 測定値は各時間区分の平均値であ る 。

4 交通量は 、 自 動二輪車以上の道路に面す る地点の通過車両台数であ る 。

5 道路名 の (主) は主要地方道 (岸道) (一) は一般県道 (県道) であ る 。
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2 振動の防止対策

(1 ) 法に よ る規制

ァ 振動規制法

振動規制法 (昭和51年12月 1 日 施行) では 、 都道府県知事が振動を防止す る こ と に よ り 住民の

生活環境を保全す る必要が あ る と認め る地域を指定 し 、 こ の地域内において 、 工場及び事業場に

おけ る 事業活動並びに建設工事に伴 っ て発生す る 相当範囲にわた る振動 (法第 2 条) について必

要な規制を行 う と と も に 、 道路交通振動に係 る 要。青の措置を定め る こ と な どに よ り 生活環境を

保全 し 、 国民の健康の保護に資す る こ と と してい る 。

本県におけ る地域指定状況は次表の と お り であ る 。

表85 地域指定状況

告 示 年 月 日 地 域 指 定 市 町 名

昭 和 5 3 年 6 月 9 日
( 県 告 示 第 5 3 1 号 ~ 5 3 3 号 )

鳥取市、 米子市、 倉吉市及び境港市の一部

昭 和 5 9 年 4 月 2 7 日
( 県 告 示 第 3 6 0 号 ~ 3 6 2 号 )

国府町の一部

昭 和 6 2 年 7 月 1 0 日

( 県 告 示 第 5 8 2 号 )
鳥取市、 米子市及び境港市の一部

表86 振動規制法に基づ く 振動規制の区域の区分 と 用途地域の関係

特定工場等において発生す る振動について規制す る 区域
及び 自動車振動の限度に係 る 区域

都市。十画法に基づ く
用途地域の区分

特定建設作業に伴 っ
て発生す る振動にっ
いて規制す る 区域

第 1 種区域

良好な住居の環境を保全す る ため 、 特に静穏の保持を
必要 と す る 区域及び住居の用 に供 さ れてい る ため 、 静穏
の保持を必要 と す る 区域

第 1 種蟠踞専用纖 第 1 号区域
(第 4 種区域の う ち 、
学校、 保育所、 病院、
診療所、 図書館及び
特別養護老人ホ ー ム
の敷地の周囲約80m

以内の区域を含む。 )

第 2種蠣鋸専用纖

第 1 種中高層住居専用地域

第 2 種中高層住居専用地域

第 1 種 住 居 地 域

第 2 種 住 居 地 域

準 住 居 地 域

第 2 種区域

住居の用に併せて商業、 工業等の用に供 さ れて し ･ る 区
域であ っ て 、 そ の区域内の住民の生活環境を保全す る た

め 、 振動の発生を防止す る 必要があ る 区域及び主 と して

工業等の用 に供 さ れて い る 区域であ っ て 、 そ の区域内の
住民の生活環境を悪化 さ せな し ･ ため 、 著 し し ･振動の発生
を防止す る 必要が あ る 区域

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

工 業 地 域 第 2 号区域

指 定 地 域 か ら 除 外 工 業 専 用 地 域 指定地域か ら除外

饉) 規制の区域を示す図面は 、 県庁環境政策課、 関係市役所及び町役場公害担当課に備え置 き 、 "般

の縦覧に供 してい る 。

-88一



例 工場、 事業場振動

工場、 事業場振動について規制の対象 と な る のは 、 指定地域内に あ っ て 、 特定施設 (政令第

1 条) を設置 してい る 工場及び事業場 (特定工場等 と い う 。 ) で あ る 。

特定工場等には 、 規制基準の遵守義務が課せ られてお り 、 指定地域市町村長は規制基準に適

合 し な い振動を発生す る こ と に よ り 周辺の生活環境が損な われ る と 認め る と き 、 振動の防止の

方法等に関 し 、 改善等の勧告及び改善命令を行 う こ と がで き る 。

表87 特定工場等において発生す る振動についての規制基準

区域の区認分、＼~蛙適の区分
昼 一 間

(午前 8 時か ら午後 7 時ま で)
夜 間

(午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時 ま で)

第 1 種 区 域 60デ シ ベル 55デ シ ベル

第 2 種 区 域 65 デ シ ベル 60デ シ ベル

〔基準値は特定工場 (振動規制法施行令別表第 1 に定め る 施設を設置す る工場 ･ 事業場) において発生

す る振動の特定工場等の敷地の境界線上におけ る 大 き さ 。 〕

“ ) 建没作業振動

建長作業振動について規制の対象 と な る の は 、 指定地域内 において 、 建設工事を施工す る場

合に 、 特定建設作業 (政令第 2 条) を伴 う 作業であ る 。

特定建渡作業には 、 届 出義務が課せ ら れて い る 。 ま た 、 市町村長は 、 特定建長作業に伴い発

生す る振動が一定の基準に適合 し な い こ と に よ り 、 周辺の生活環境が著 し く 損な われ る と 認め

る と き は 、 振動の防止の方法等に関 し 、 改善勧告及び改善命令を行 う こ と がで き る 。
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表88 特定建設作業に伴っ て発生す る振動につい ての規制基準

楚
讓
集

藝
目

① く い 打 機
( も ん け ん 及

ぴ圧入式 く い

打機を除 く 。 ) 、
く い 抜機 ( 油
圧式 く い抜機
を 除 く 。 ) 又

は く い打 く い
抜機 (圧 入式
く い打 く い抜

機 を 除 く 。 )
を使用す る 作
業

②鋼球を使用
して建築物そ
の他の工作物
を破壊す る作

業

③舗装版破砕
機を使用す る

作業 (作業地
点が連続的に
移動す る作業
にあ っ ては 、

1 日 に おけ る

当該作業に係
る 2 地点間の

最大距離が50
メ ー ト ル を超

え な い作業に

限 る 。 )

④ ブ レ ー カ ー
( 手持式の も の

を 除 く 。 ) を 使
用す る 作業 (作
業地点が連続的

に移動す る 作業
にあ っ て は 、 1

日 におけ る 当該

作業に係 る 2 地

点間の最大距離
が50 メ ー ト ル を

超え な い作業に
限 る 。 )

適 用 除 外

作業場所の敷地境

界線におけ る振動

75デ シ ベルを

超え な い こ と

75デ シ ベル を

超え な い こ と

75デ シ ベルを

超え な い こ と

75デ シ ベルを

超え な い こ と

作業禁止
の時間帯

1 号

区域

午後 7 時~
午前 7 時

午後 7 時~
午前 7 時

午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時

災害、 非常の事態、
人の生命、 危険防
止、 鉄軌道の正常
運行、 道路法及び
道交法の占用及び

。午可の夜間指定

2 号

区域

午後10時~

午前 6 時

午後10時~

午前 6 時

午後10時~

午前 6 時
午後10時~

午前 6 時

作業時間
の長 さ の

制 限

1 号
区域

1 日 10時間 1 日 10時間 1 日 10時間 1 日 10時間
災害、 非常の事態、
人の生命、 危険防
止2 号

区域
1 日 14時間 1 日 14時間 1 日 14時間 1 日 14時間

連続 して
作業す る
こ と ので

き る 日 数

1 号

区域

6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内
災害、 非常の事態、
人の生命、 危険防
止2 号

区域

作業を禁止
す る 日

日 曜 日 、
そ の他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日
日 曜 日 、

そ の他の休 日

災害、 非常の事態、
人の生命、 危険防
止、 鉄軌道の正常

運行、 電業法の必
要作業、 道路法及
び道交法の 占用及
び。午可の時、 そ の

他の休 日 指定

(ゥ) 道路交通振動

振動規制法では 、 指定地域内 にお い て 、 市町村長が道路交通振動につ いてそ の測定 レ ベルが

一定の限度を超え 、 道路周辺の生活環境が著 し く 損な われ る と 認め る と き は 、 道路管理者に対

し道路交通振動の防止のための舗装、 維持、 又は修繕の措置を要言 し 、 又は都道府県公安委員

会に対 し道路交通法の規定に よ る 措置を と る べ き こ と を要。青す る こ と がで き る 。



( 2) 特定施。没等の届出状況

ァ 振動規制法に よ る特定施没の届出数 (資料21参照)

表89 特定施設の種類別届出数 (平成10年 3 月 31 日 現在)

施設の種類 、~＼＼＼市 町 名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 。十

1 金属加工機械

イ 、 液 圧 プ レ ス 18 12 26 5 61

ロ 、 機 械 プ レ ス 28 21 82 7 138

ハ 、 せ ん 断 機 13 17 28 16 74

一 、 鍛 造 機 3 14 6 23

ホ 、 ワ イ ヤーフ ォー ミ ン グマ シ ン

小 口十 62 64 142 28 296

2 圧 縮 機 129 193 68 5 395

3 破 砕 機 等

破 砕 機 1 1

摩 砕 機 28 28

ふ る い 1 1

分 級 機

小 口十 28 2 30

4 織 機

コ ン ク リ ー ト フ
5

ロ ッ ク マ シ ン等

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク マ シ ン 2 3 5

コ ン ク リ ー ト 管製造機械及び

コ ン ク リ ー ト 柱 製 造 機 械

小 。十 2 3 5

6 . 木材加 工機械

イ 、 ド フ ム バ ー カ ー 3 1 4

ロ 、 チ ノ ミツ 一 1 6 3 2 12

小 。十 1 9 4 2 16

7 . 印 刷 機 械 47 18 9 1 1 85

8 . ゴ ム 練用又は合成樹脂練用 ロ ール

9 . 合成樹脂用射出成形機 12 12 24

10 . 鋳 型 造 型 機 9 9

。十 281 298 235 46 860

届 出 工 場 ･ 事 業 場 52 70 27 23 172

イ 振動規制法に よ る 特定建没作業の届出数 (資料22参照)

表90 特定建没作業の種類別届出数 (平成10年 3 月 31 日 現在)

種 類 ＼＼･＼＼市 町 名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 。十 1

1 く い 打 機 等 を 使 用 す る 作 業 1 5 2 2 10

2 鋼 球 を 使 用 し て 破 壊 す る 作 業

3 舗 装 版 破 砕 機 を 使 用 す る 作 業 1 1

4 ブ レ ー カ ー を 使 用 す る 作 業 4 5 9

｣ 。十 5 1 0 2 3 20
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第 3 節 悪 臭

悪臭の現況

(1 ) 悪臭の概要

悪臭は、 人の感覚に直接知覚 さ れ る も ので個人差が著 し く 発生源は 、 製造業や畜産業な ど多種多

様であ る 。 ま た 、 悪臭公害のほ と ん どは低濃度の複合臭に よ る も のであ り 、 規制については非常に

難 しい面があ る 。

平成 9 年度の悪臭に関す る 苦情件数は30件であ り 公害苦情全体の17 . 1%を 占めてい る 。

(2) 各種悪臭測定調査結果

平成 9 年度中に実施 し た発生源 ご と の悪臭測定錮査結果は表91 の と お り であ る 。

2 悪臭の防止対策

(1 ) 法 ･ 条例によ る規制

ァ 法に よ る規制

悪臭防止法では悪臭を防止す る こ と に よ っ て 、 生活環境を保全すべ き地域を知事が指定 し く法

第 3 条) 、 こ の指定地域内 にあ る工場その他の事業場におけ る事業活動に伴っ て発生す る特定悪

臭物質 (法第 2 条) につ いて規制基準 (法第 4 条) を定め る こ と と な っ てい る 。

悪臭規制指定地域内の事業場には 、 規制基準の遵守義務 (法第 7 条) が果せ ら れてお り 、 指定

地域市町村長は、 特定悪臭物質の排出が規制基準に適合 し な い こ と に よ り 周辺住民の生活環境が

損な われてい る と 認め る場合は 、 施設等の改善勧告 さ ら には改善命令 (法第 8 条) を行 う こ と が

で き 、 さ ら に 、 水路等におけ る悪臭の防止 (法第12条) 、 悪臭が生ず る物の焼却の禁止 (法第13

条) を し てい る 。

本県におけ る悪臭規制は現在 4 市26町 4 村で規制 してお り 、 第 1 次規制物質 5 物質 ( ア ソ モ ー

ア 、 メ チ ル メ ル カ ブ タ ン 、 硫化水素、 硫化 メ チル 、 ト リ メ チ ル ア ミ ソ ) については表93 と 表94の

と お り で あ り 、 第 2 次規制物質 3 物質 (二硫化 メ チ ル、 ア セ ト ア ルデ ヒ ト 、 ス チ レ ン ) につい て

は表95 、 96の と お り であ り 、 第 3 次規制物質 4 物質 ( プ ロ ピオ ソ酸、 ノ ルマ ル酪酸、 ノ ルマ ル吉

草酸、 イ ン 吉草酸) について は表97、 98の と お り であ る 。 さ ら に第 4 次規制物質10物質 ( プ ロ ピ

オ ソ ア ルデ ヒ ド 、 ノ ルマ ル ブチ ル ア ルデ ヒ ド 、 イ ン ブ チ ル ア ル デ ヒ ド 、 ノ ルマ ルバ レル ア ルデ ヒ

ド 、 イ ソ バ レル ア ル デ ヒ ド 、 イ ン ブ タ ノ ール 、 酢酸エ チル 、 メ チ ル イ ン ブチル ケ ト ソ 、 ト ル エ ン ･

キ シ レ ン ) については表99の と お り であ る 。 ま た 、 排出水中におけ る特定悪臭物質の規制基準が

定め ら れた メ チル メ ルカ ブ タ ン 、 硫化水素、 硫化 メ チ ル 、 二硫化 メ チル (硫黄系 4 物質) につ い

ては表100 、 101 の と お り であ る 。

イ 条例に よ る規制

屋外におけ る燃焼行為に伴い発生す る ばい煙、 悪臭等を規制す る ため 、 鳥取県公害防止条例に

よ り 昭和63年10月 1 日 か ら 、 ゴ ム 、 皮革、 合成樹脂、 廃油 、 硫黄及び ピ ッ チ並びに こ れ ら を含む

物を屋外において燃焼さ せ る こ と を禁止 してい る 。



表91 悪臭測定調査結果 (県実施分)

ー
ーリ
ギ
ー

発 生 源 区分
廷測定

施設数

規 制

基 準

(強度)

悪 臭 物 質 濃 度 上 欄 ( 大 気 ) : p p m 、 下 欄 ( 排 水 ) : mg / “ )

アソモ一ア 力。フタソメチルメル 硫化水素 硫化メチル アミソトリメチル
*

二硫化メチル
ア デ琳
セ

ト ヒ

ア

ル ド

*

スチレン
*

プロピオン酸 ば酸ノルマル ず草酸ノルマル
*

イン吉草酸
フ。 ア*
ロ ノ レ

ピ プ“

オ ヒ

ソ ド

ノ ノレ*
ノ レ ア

マ ノレ

ル デ
フ↓ ヒ

チ ド

イ ア*
ソ ノレ

ブ デ

チ ヒ

ル ド

ノ ノレ*
ノレ ア

マ ル

ル ブ
ノ ミ ヒ

レ ド

イ ア*
ソ ル

バ デい

レ ヒ

ル ド

多 *
ゑ

*

酢酸エチル
テノ
#
ソ ソ

*

ト‐ルエソ
一*一

キシレン
繊 維 工 場 1 3 . 5 ND ND ND

畜 産 農 業 1 0 . 07 ND ND ND ND ND ND ND ND ND

畜 産 農 業 1 0 , 07 ND ND ND ND ND ND ND ND ND

畜 産 食 料 品

製 造 業
1 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND

畜 産 農 業 1 0 , 06 ND ND ND ND ND ND ND ND ND

し 尿 処 理 場 1 2 . 5 0 . 09 ND ND ND ND ND ND ND ND ND

食 鶏 加 工 場 1 1 3 . 5 0 . 30 ND 0 0第1 ND ND 0 0009 0 , 0024 ND ND

ク フ フ ト パルブ

製 造 業
1

2 . 5

( - )
0 . 16

0 . 001 5

(ND)

0 の99

(0 0卸78)

0 . 001 5

( 0 . 0 1 2 )

0 0042

(ND)
ND ND ND ND

化 製 業 1 3 . 5 0 . 1 5 0 . 0003 ND 0 . 001 1 ND ND 0 0023 ND ND

畜 産 農 業 1 0 . 61 ND ND ND ND ND ND ND ND

し 尿 処 理 場 1 0 . 45 ND ND ND ND ND ND ND ND

1 . * 印 の物質の規制基準は 、 規制地域全域につ い て 、 一 2 . 5。 95 、 97 、 99

2 . ND 検出 さ れず

(単位 : ppm)表92 特定悪臭物質の臭気強度別濃度

臭 気 強 度
ア ソ

モ ー ア

メ チ ノレ

メ ル カ

フo タ ソ

硫 化
水 素 勢多

ト リ メ

チ ノレ ア

ミ ソ

二硫化
メ チ ノレ

ア セ ト ア

ルデ ヒ ド
ス チ レ ン

フo ロ ピ

オ ン酸

ノ ルマ ル

酪 酸

ノ ルマル

吉草酸 舎草叢
ブ ロ ピ

オ ン アル

デ ヒ ド

ノ ルマル

プチルア

ルデ ヒ ド

イ ン プチ
ル ア ル

テ ヒ ド

ノ ルマル

バ レルア

ルデ ヒ ド

イ ン バ レ
ル ア ル

デ ヒ ド

イ ン ブ タ
ノ ー ル 讐チ翳

メ チルイ

ソ ブチル

ケ ト ソ

ト ルエ ン キ シ レ ン

2 5 1 0 . 002 0 . 02 0 . 0 1 0 . 005 0 . 009 0 . 05 0 . 4 0 . 03 0 , 00 1 0 . 0009 0 . 00 1 0 . 05 0 . 009 0 . 02 0 . 009 0 . 003 0 . 9 3 1 10 1

3 0 2 0 . 004 0 . 06 0 . 05 0 . 02 0 . 03 0 . 1 0 . 8 0 . 07 0 . 002 0 . 002 0 . 004 0 . 1 0 . 03 0 . 07 0 . 02 0 . 006 4 7 3 30 2

3 5 5 0 . 01 0 . 2 0 . 2 0 . 07 0 . 5 2 2 2 0 . 006 0 . 004 0 . 01 0 . 5 0 . 08 0 . 2 0 . 05 0 . 0 1 20 20 6 60 5



表93 悪臭規制地域 ( 5 物質 ア ン モ ニ ア 、 メ チ ル メ ル カ ブ タ ン 、 硫化水素、 硫化 メ チ ル 、 ト リ メ チ

ル ア ミ ソ )

告 示 ･

施 行 年 月 日

規 制 地 域

告 示 ･

施 行 年 月 日

規 制 地 域

市町村名
地 域 内 の 区 分

市町村名
地 域 内 の 区 分

A B C A B C

告示

昭和48 ‐ 1 0 ‐ 1 2

第767号

施行

昭和48 ‐ 1 0 ‐ 1 2

( 4 市 9 町 1 村 )

鳥 取 市 ○ ○
告示

昭和49 . 7 . 2

第57 1 号

施行

昭和49 . 7 . 2

( 5 町 )

八 東 町 ○

気 高 町 ○ ○米 子 市 ○ ○

関 金 町 ○倉 吉 市 ○ ○

境 港 市 ○ 東 伯 町 ○ ○

国 府 町 ○ ○ 名 和 町 ○

郡 家 町 ○

告示

昭和56 ‐ 3 ‐ 2 4

第283号

施行

昭和56 ‐ 4 1

( 5 町 1 村 )

岩 美 町 ○ ○ ○

鹿 野 町 ○ 船 岡 町 ○ ○ ○

青 谷 町 ○ 河 原 町 ○ ○

羽 合 町 ○ 泊 村 ○ ○ ○

東 郷 町 〇 ○ 西 伯 町 ○ ○

三 朝 町 ○ 会 見 町 ○

赤 碕 町 ○ 告示
昭和59 . 4 ‐ 2 7

第359号
施行
昭和59 . 5 . 1

( 2 町 1 村 )

用 瀬 町 ○

日 吉津村 ○ ○ 佐 治 村 ○

淀 江 町 ○ ○ 中 山 町 ○ ○

告示

平成 5 . 3 . 26

第3O7号

施行

平成 5 . 4 ‐ 1

( 3 町 1 村 )

福 部 村 ○

北 条 町 ○

岸 本 町 ○

大 山 町 ○

圏 規制区域を示す図面は 、 県庁環境政策課、 関係市役所及び町村役場公害担当課に備え置 き 、 一般

の縦覧に供 してい る 。

表94 規制区域 と規制基準 (昭和48年10月 12 日鳥取県告示第767号)

"＼"洲庭超は区域 気強度 (ppm)
ア ソ モ ー ア

メ チ ノレ メ ノレ

力 ブ タ ン
硫 化 水 素 硫化 メ チ ル

ト リ メ チ ル

ア ミ ソ

A 2 . 5 1 0 . 002 0 . 02 0 . 0 1 0 . 005

B 3 . O 2 0 . 004 0 . 06 0 . 05 0 . 02

C 3 . 5 5 0 . 0 1 0 . 2 0 . 2 0 . 07
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表95 悪臭規制地域 ( 3 物質分 二硫化 メ チル 、 ア セ ト ア ルデ ヒ ト 、 ス チ レ ン )

告 示 ･ 施 行 年 月 日 規 制 地 域 規 制 基 準

告示 昭和56 . 3 24
第285号

施行 昭和56 。 4 . 1

( 4 市 5 町 2 村)

鳥取市、 米子市、 倉吉市、 境港市、 岩美町、 船岡町、
河原町、 泊村、 西伯町、 会見町、 日 吉津村

臭気強度 2 . 5

告示 昭和58. 6 7
第514号

施行 昭和58 . 6 . 14
( 14町)

国府町、 郡家町、 鹿野町、 青谷町、 羽合町、 東郷町、
三朝町、 赤碕町、 淀江町、 八東町、 気高町、 関金町、
東伯町、 名和町

臭気強度 2 . 5

告示 昭和59. 4 . 27
第359号

施行 昭和59 . 5 . 1
( 2 町 1 村)

用瀬町、 佐治村、 中山町 臭気強度 2 . 5

告示 平成 5 . 3 26
第307号

施行 平成 5 . 4 . 1
( 3 町 1 村)

福部村 、 北条町、 岸本町、 大山町 臭気強度 2 . 5

籠) 規制区域は 5 物質規制区域 と 同一

表96 規制区域 と 規制基準 (昭和56年 3 月 24 日鳥取県告示第285号)

ミ＼＼"＼涎＼＼~選型翅鬘区 域 気 強 度 (ppm)
二 硫 化 メ チ ル ア セ ト ア ルデ ビ ド ス チ レ ン

規制地域全域 2 . 5 0 . 009 0 . 05 0 . 4

表97 悪臭規制地域 ( 4 物質分 プ ロ ピ オ ソ酸、 ノ ルマ ル酪酸、 ノ ルマ ル吉草酸、 イ ン 吉草酸)

告 示 ･ 施 行 年 月 日 規 制 地 域 規 制 基 準

告示 平成 5 ‐ 3 26

第307号
施行 平成 5 4 1

( 4 市24町 4 ホリ

鳥取市、 米子市、 倉吉市、 境港市、 国府町、 岩美町、
福部村、 郡家町、 船岡町、 河原町、 八東町、 用瀬町、
佐治村、 気高町、 鹿野町、 青谷町、 羽合町、 泊 村、
東郷町、 三朝町、 関金町、 北条町、 東伯町、 赤碕町、
西伯町、 会見町、 岸本町、 日 吉津村、 淀江町、
大山町、 名和町、 中山町

臭気強度 2 . 5

表98 規制区域 と規制基準 (平成 5 年 3 月 26 日鳥取県告示第307号 )

"ご蔓＼＼~選邁超鼈区 域 気 強 度 (ppm)
プ ロ ピ オ ソ 酸 ノ ル マ ル 酪酸 ノ ルマ ル吉草酸 イ ン 吉 草 酸

規制地域全体 2 . 5 0 . 03 0 . 00 1 0 . 0009 0 . 001
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表99 規制区域と規制基準 (10物質 プ ロ ピオ ソ ア ルデ ヒ ド 、 ノ ルマ ルブチルアルデ ヒ ド 、 イ ン プ チ

ル ア ルデ ヒ ド 、 ノ ルマ ルバ レル ア ルデ ヒ ド 、 イ ソ バ レルア ルデ ヒ ド イ ン ブ タ ノ ー ル 、 酢酸エ

チル 、 メ チ ル イ ン ブチルケ ト ソ 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン )

告 示 ･ 施 行 年 月 日 規 制 地 域 規 制 基 準

告示 平成 9 . 3 25
第217号

施行 平成 9 . 4 . 1

( 4 市26町 4 村)

鳥取市、 米子市、 倉吉市、 境港市、 国府町、 岩美町、
福部村、 郡家町、 船岡町、 河原町、 八東町、 用瀬町、
佐治村、 智頭町、 気高町、 鹿野町、 青谷町、 羽合町、
泊 村、 東郷町、 三朝町、 関金町、 北条町、 大栄町、
東伯町、 赤碕町、 西伯町、 会見町、 岸本町、
日 吉津村、 淀江町、 大山町、 名和町、 中山町

臭気強度 2 . 5

表100 排水中におけ る 特定悪臭物質の規制区域 ( 4 物質 メ チル メ ル カ ブ タ ン 、 硫化水素、 硫化 メ チ

ル 、 二硫化 メ チ ル)

告 示 ･ 施 行 年 月 日 規 制 地 域 規 制 基 準

告示 平成 9 . 3 25
第217号

施行 平成 9 . 4 . 1

( 4 市26町 4 村)

鳥取市、 米子市、 倉吉市、 境港市、 国府町、 岩美町、
福部村、 郡家町、 船岡町、 河原町、 八東町、 用瀬町、
佐治村、 智頭町、 気高町、 鹿野町、 青谷町、 羽合町、
泊 村、 東郷町、 三朝町、 関金町、 北条町、 大栄町、
東伯町、 赤碕町、 西伯町、 会見町、 岸本町、
日 吉津村、 淀江町、 大山町、 名和町、 中山町

表 の と お り

表101 排水中 におけ る特定悪臭物質の規制基準 ( 4 物質 メ チル メ ル カ ブ タ ン 、 硫化水素 、 硫化 メ チ

ル 、 二硫化 メ チル)

特 定 悪 臭物 質

( mg / “ )
事 業 場 か ら 敷地外 に 排 出 さ れ る 排 出 水 の 量

区 域 の 区 分

A区域 B 区域 C 区域

メ チルメ ルカブタ ン

0 . 001立方 メ ー ト ル毎秒以下の場合 0 . 03 0 . 06 0 . 2

0 . 001立方 メ ー ト ル毎秒を超え 、 0 . 1立方 メ ー ト ル毎秒
以下の場合

0 . 007 0 . 0 1 0 . 03

0 . 1立方 メ ー ト ル毎秒を超え る場合 0 . 002 0 . 003 0 . 007

硫 化 水 素

0 . 001立方 メ ー ト ル毎秒以下の場合 0 . 1 0 . 3 1

0 . 001立方 メ ー ト ル毎秒を超え 、 0 . 1立方 メ ー ト ル毎秒
以下の場合

0 . 02 0 . 07 0 . 2

0 . 1立方 メ ー ト ル毎秒を超え る場合 0 . 005 0 . 02 0 . 05

硫 化 メ チ ル

0 . 001立方 メ ー ト ル毎秒以下の場合 0 . 3 2 6

0 . 001立方 メ ー ト ル毎秒を超え 、 0 . 1立方 メ ー ト ル毎秒
以下の場合

0 . 07 0 . 3 1

0 . 1立方 メ ー ト ル毎秒を超え る場合 0 . 01 0 . 07 0 . 3

二 硫 化 メ チ ル

0 . 001立方 メ ー ト ル毎秒以下の場合 0 . 6 2 6

0 . 001立方 メ ー ト ル毎秒を超え 、 0 . 1立方 メ ー ト ル毎秒
以下の場合

0 . 1 0 . 4 1

0 . 1立方 メ ー ト ル毎秒を超え る場合 0 . 03 0 . 09 0 . 3
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